
【GenNext® Transposase-based DNA Library Prep Kit
　トラブルシューティング】

現象 原因 対策

得られるライブラリ

ーの収量が少ない

サンプル DNA の

鎖長が短い

・トランスポゾンによるタグメント化反応の反

応時間を 10 分から 20 分に長くすることで

改善することがあります（ただしライブラリ

ー鎖長はやや短くなります）。

・ライブラリー精製時の磁性ビーズの添加量

を 30μL から 50μL に増やすことで改善す

ることがあります。

DNA のインプット

量が多すぎる /少
なすぎる

・DNA のインプット量が多すぎる、少なすぎ

ると適切にタグメント化されず、ライブラリ

ー収量が低下することがあります。1 ng 程

度のインプット量を推奨しています。

・DNA のインプットが少なすぎる場合でイン

プット量を増やすことができない場合、トラ

ンスポゾンによるタグメント化反応の反応

時間を 10分から 20分に長くする、PCRサ

イクル数を増やすことで収量が改善するこ

とがあります。ただし PSR サイクルを増や

すことで NGS 解析の結果が悪化すること

があります。

結果が安定しな

い、日間差、サンプ

ル間差が大きい

精製時のエタノー

ルが残存している

・磁性ビーズをエタノールで洗浄した際にエ

タノールが残存していると後反応を阻害す

ることがあります。磁性ビーズが乾燥して

いるか確認してください。

・作業部屋の湿度が高いとビーズの乾燥が

されにくい場合があります。作業部屋の湿

度を 55%以下にすることをお勧めします。 

＜製品の内容・技術に関するお問合せ＞ 

東洋紡（株）バイオプロダクト営業部 テクニカルライン 
TEL 06-6348-3888   FAX 06-6348-3833 

開設時間 9:00~12:00, 13:00~17:00 (土日祝日、休日を除く) 
E-mail: tech_osaka@toyobo.jp 
[URL] https://lifescience.toyobo.co.jp/ 




